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日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
の
五
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

二
類
か
ら
五
類
へ
移
行
さ
れ
、
活
動
制
限
が
緩
和
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
年
の
体
育
祭
で
は
子
ど
も
達

か
ら
若
き
パ
ワ
ー
漲
る
闘
志
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
新
た
な
生
活
様
式
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
で
き
る
限
り
コ
ロ
ナ
前
と
同
じ
よ
う
に

行
事
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
て
、
長
岡
農
業
高
校
は
他
で
は
経
験
の
で
き
な

い
よ
う
な
授
業
や
実
習
が
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
自
然
や
動
物
、
植
物
に
触
れ
る
機
会
の
多

い
実
習
を
と
お
し
て
人
間
の
根
底
に
あ
る
生
き
る
力
、

「
生
き
る
！
育
て
る
！
」
意
欲
が
育
ち
や
す
い
環
境

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
に
行
き
ま
す
と
、
生
徒

か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
元
気
な
挨
拶
が
あ
り
、
農

場
で
は
作
物
の
作
業
を
し
て
い
る
子
ど
も
達
の
目
が

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
実
習
を
と
お
し

て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
自
信
と
力
強
さ
が
身
に
付
き
、

こ
れ
か
ら
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
青
年
期
の
後
期
で
あ
る

高
校
生
の
子
ど
も
達
は
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
過
程

で
最
も
大
切
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
の
で
、
農
業

体
験
や
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
の
高
校
の
三
年
間
は

人
生
の
糧
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中
で
き
っ

と
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
も
四
月
か
ら
、
田
植
え
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
経
て
、
収
穫
感
謝
祭
、
長
農
祭
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本

の
四
季
の
訪
れ
を
感
じ
な
が
ら
、
実
習
や
イ
ベ
ン
ト

を
こ
な
す
子
ど
も
達
の
ワ
ク
ワ
ク
感
と
輝
き
を
保

護
者
と
し
て
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

宮
内
・
摂
田
屋
か
ら
始
ま
る
地
域
連
携校�

長　

村 

山 

和 

彦

　

長
岡
農
業
高
等
学
校
、
二
年
目
に
な
り

ま
す
校
長
の
村
山
和
彦
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
気
象
庁
の
観
測
で
は
、
県

内
に
お
い
て
も
記
録
的
な
暑
さ
と
な
り
、
八

月
の
平
均
気
温
は
県
内
二
十
八
観
測
地
点

の
う
ち
、
長
岡
市
や
新
潟
市
中
央
区
、
三

条
市
な
ど
九
地
点
で
観
測
史
上
初
め
て
三

十
度
を
超
え
、
専
門
家
が
「
異
常
な
夏
」

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
県
内
全
域
で
異
例

の
高
温
で
し
た
。
統
計
を
取
り
始
め
た
一
九

四
六
年
以
降
で
最
も
暑
い
夏
だ
っ
た
と
気

象
庁
は
発
表
し
て
い
ま
す
。
高
温
、
日
照

り
が
続
き
、
八
月
に
は
、
当
地
長
岡
市
が

全
国
の
最
高
気
温
を
観
測
す
る
日
が
あ
り
、

非
常
に
暑
い
八
月
で
し
た
。
暑
い
夏
で
し

た
が
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
は
実
習
と
部
活

動
と
、
進
路
の
準
備
等
、
一
生
懸
命
頑
張
っ

た
夏
季
休
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
潟
県
農
林
水
産
部
に
よ
る
と
高
温
・
渇

水
に
伴
う
農
作
物
の
被
害
は
、
水
稲
、
大

豆
、
そ
ば
、
園
芸
作
物
（
え
だ
ま
め
、
ね
ぎ
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
さ
と
い

も
、
日
本
な
し
、
ぶ
ど
う
な
ど
）
県
内
三

十
市
町
村
の
う
ち
二
十
六
の
市
町
村
で
被

害
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。（
九
月
二
十
日

現
在
）
本
校
に
お
い
て
も
、
例
年
と
比
べ

る
と
水
稲
を
中
心
に
一
等
米
比
率
が
下
が

り
、
白
く
濁
っ
た
粒
が
増
え
る
な
ど
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
潟
県
に
お
い
て
は
、
全
国
、
世

界
に
誇
れ
る
食
の
宝
庫
と
し
て
み
な
さ
ん

も
ご
存
知
の
と
お
り
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は

じ
め
、
に
い
が
た
和
牛
、
越
後
姫
、
ル
レ

ク
チ
ェ
、
佐
渡
寒
ブ
リ
、
南
蛮
エ
ビ
、
え

だ
ま
め
、
に
い
が
た
地
鶏
、
ヤ
ナ
ギ
カ
レ

イ
な
ど
「
に
い
が
た
フ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
新
潟
県
が
「
高
品
質
と
安
全
・
安
心
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
県
生
産
拡
大
と
取
り
扱

い
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
食
材
が
多
数

あ
り
ま
す
。

　

本
校
に
お
い
て
も
、
発
酵
・
醸
造
の
街
、

宮
内
・
摂
田
屋
地
区
の
企
業
と
連
携
し

て
、「Snow

 Food N
agaoka

ブ
ラ
ン
ド
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
、「SU

ZU
 GRO

U
P

、

吉
乃
川
、
割
烹
わ
だ
の
、
ぽ
ん
し
ゅ
館
、
江

口
だ
ん
ご
様
」
と
連
携
し
て
、
様
々
な
地

域
連
携
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
一
例
を

あ
げ
る
と
、
ス
ノ
ー
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
の
協

賛
企
業
様
の
協
力
を
得
て
、
長
岡
野
菜
の

代
表
格
で
あ
る
「
肴
豆
」
を
生
産
し
、
そ

れ
を
加
工
し
て
味
噌
に
し
て
い
ま
す
。
肴

豆
は
、
通
常
え
だ
ま
め
と
し
て
食
し
ま
す

が
、
そ
れ
を
味
噌
に
加
工
す
る
取
り
組
み

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
結
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
、
本
校
の
作
物
生
産
コ
ー
ス
が

生
産
し
た
酒
米
「
五
百
万
石
」
を
本
年
度
は
、

「
長
谷
川
酒
造
様
」
に
お
願
い
し
て
日
本
酒

に
し
て
頂
く
予
定
で
す
。「
エ
コ
・
ラ
イ
ス

新
潟
、
山
﨑
醸
造
、
小
国
和
紙
、
長
岡
造

形
大
学
」
を
は
じ
め
地
域
の
方
々
の
多
大

な
援
助
が
あ
り
、
生
徒
が
探
究
的
な
教
育

活
動
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い

る
こ
と
を
大
変
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
探
究
活
動
を
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
現
在
、
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
潟
県
教
育
委

員
会
がnote

株
式
会
社
（
東
京
都
千
代
田

区
）
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ

り
、
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
「note pro

」
が

無
償
で
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

note

株
式
会
社
の
「note pro

」
等
を
利
用

し
て
、
長
岡
農
業
高
校
の
日
々
の
教
育
活

動
に
係
る
情
報
を
、
生
徒
、
保
護
者
、
地

域
の
方
等
に
発
信
で
き
る
よ
う
、
鋭
意
努

め
て
い
き
ま
す
。
準
備
が
で
き
次
第
、
別

途
案
内
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
岡
農
業
高
校
の
教
職
員
一

同
、「
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
と
誇
り
を
胸
に
、

夢
や
希
望
を
持
っ
て
粘
り
強
く
挑
戦
し
、
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
け
る
、
た
く
ま
し
い

ひ
と
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
精
一
杯
指
導
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼

長岡農業高校
noteはこちら



青軍のみなさん、ありがとう
青軍団長　澤 田 晴 音

　団長をやってとても楽しかったです。楽しい体育
祭にできたのは青軍のみなさ
んのおかげだと思っています。
それは、先生を含めて全員の
おかげです。ありがとうござ
いました。青軍のスローガン
を日本語にすると人生はバ
ラ色です。青軍のみなさんの
人生がバラ色でありますよう
願っています。

優勝
　体育祭実行委員長・赤軍団長　江 本 唯 花
　体育祭からしばらく時間が経ちましたが、今で
もあの感動が忘れられませ
ん。特に最後の昼休み練習で、
全てを通して踊れたことに感
動して副団長と泣いてしまっ
たのを覚えています。優勝と
分かった瞬間、苦労したこと
も全て良い思い出になりまし
た。委員長としても貴重な
経験をさせてもらいました。

体育祭で経験したこと
黄軍団長　坂 詰 菜 純

　一番大変だったことは、毎日のお昼休みのパ
フォーマンス練習です。今年は団員全員がパフォー
マンスにでなければいけなかったので人数が多く
大勢の人に指示を出す
ことが大変でした。し
かし、体育祭当日には
全員で楽しくダンスを
踊ることができ、と
ても良い思い出にな
りました。

団長になって感じたこと
緑軍団長　保 坂  　幸

　私は体育祭を通して人をまとめるには計画を立
てることが必要だと感じました。私は計画を立て

ることが非常に苦手です。そ
のため何度も軍の皆さんを困
らせました。しかし、みんな
が協力してくれたおかげで最
高の体育祭になりました。体
育祭に関わってくれた方々
本当にありがとうございまし
た。

体育祭
68



農

　生活デザインコースの３年
生課題研究では、野菜栽培か
らその利用方法・オリジナル
レシピの作成、栽培した草花
を利用したクラフト作りなど
を行っています。２年生は各
種野菜やハーブの栽培と利用、
コケ玉作成などに取り組みま
した。また、２・３年生とも
家庭科食物調理技術検定の取
得に挑戦しました。

　春からコロナ禍前に戻り
つつある中、５月に長岡市
民防災公園での長岡市花いっ
ぱいフェアで販売を行いま
した。
　２学期からは、ハイブ長岡
で開催されるながおか農業ま
つり、さらに最重要な長農祭
に向け、まず酒饅頭の製造か

ら始めました。次はビスケットやマドレーヌの製造を繰
り返し行っています。

　3年生の課題研究
では、「マガモを利
用した付加価値米の
生産」「酒粕を使用
した酒米生産とその
米を使用した長農
産日本酒製造」「米
醤油製造にむけた
米栽培」のテーマ

で多くの皆様の力をお借りしながら挑戦しています。今
年は酷暑による大変な状況でしたが、無事、収穫作業を
終了しました。新米ができあがりました。みなさん食べ
てください。

　草花専攻は課題研究の花壇
班が正門脇の花壇制作を行
い、その取組をまとめ花いっ
ぱいコンクールに応募しま
した。その他の班はトルコ
ギキョウの根と倒伏との関
係、ハーブの防虫効果など
の研究に取り組んでいます。
また、10月28日開催のな

がおか農業祭や文化祭での花販売に向けシクラメンの管
理などを行っています。バイテク専攻は桜の茎頂培養、
ビオラなどの無菌播種、インビトロフラワーなど研究を
すすめ、両専攻とも文化祭の中間発表に向けてポスター
制作に取り組んでいます。

生活デザインコース

食品加工コース

作物生産コース

園芸科学コース

各コースの取り組み



実習風景

春から秋にかけての

　スノーフード長岡ブランド協議会（代表 鈴木将様）と本校との連
携事業で、現在、肴豆味噌を製造しています。昨年度製造した肴豆味
噌を雪室熟成させ、春に製品として袋詰めを行いました。味は、旨味
が強いまろやかな味に仕上がりました。
　そのお披露目会に生徒・職員で参加し、試食とマスコミへのPR活
動をして参りました。（現在は好評で品切れ中）
　今年度も昨年度同様、仕込みを行い、肴豆は本校作物生産コースで
作った豆も用い、米麹は越のむらさき、塩は笹川流れの自然塩を用い
て食品科学科で製造しました。現在は本校の味噌蔵にて熟成中で秋に
は詰め替えて+雪室で熟成予定です。今年度製造味噌は、来年度に商
品として長岡駅のぽんしゅ館などに並
び、協議会参加の飲食店にて料理など
に引き続き使用される予定です。

栄養化学コース　代表
３年４組　小形明日香、川上華暖
　　　　　半藤　　愛、山﨑埜乃

　家庭科の授業で地元の発酵・醸造の町「摂田屋」の
まち巡りをとおして、みそやしょうゆ、麹などの発
酵調味料や長岡野菜について学び、発酵調味料と長
岡野菜を使ったお米バーガーのレシピを考えて新潟
県主催の「第２回新潟県お米バーガー甲子園2023」
に応募したところ、応募総数 57レシピの中から本校
の２つのレシピが入賞し、10月１日に最終審査会が

行われました。結果、米粉バーガー（米粉パン）部門で最優秀賞「コメ
パンマン賞」を受賞することができました。
　入賞した２つのレシピはコラボ企業により商品化され、期間限定で
販売されることになりました。

チーム名：�ホワッツ・クッキング
� ３年１組　小熊うらら、星野愛和、渡部美桜
販売場所：��道の駅国上内「パン日和のらの休日」（燕市）�

10月28・29日、11月４・５日

チーム名：�ホワッツ・クッキング
� ３年４組　牛膓真緒、渡邊　誉、和田　春
販売場所：�道の駅天領の里（出雲崎町）�

10月22日～12月26日

　まさか受賞できるなんて考えてもいなかったのでビックリ
しました。米バーガーのレシピ作りをとおして商品開発の難
しさを学ぶとともに、貴重な経験ができました。

生徒の声

ニュース動画はこちら ▼
米粉バーガー部門　最優秀賞

ごはんバーガー部門　入賞

　昨年度先輩達が
製造し雪室で熟成

した肴豆味噌のお披露目会に
参加し、試食をさせて頂きまし
た。とてもおいしい料理にして
頂き驚きを隠せませんでした。
来年度も私達が製造に携わっ
た肴豆味噌がこんな風におい
しく、食べた方を笑顔にできる
かと思うと今から楽しみです。

生徒の声



PTA前期研修 新潟県農業大学校／カーブドッチ（見学・昼食）

２年Ｐ
　天候に恵まれなかったも
のの、農業大学校は子ども
の進路を決める上で実際に
見学し、とてもためになり
ました。昨年同様ランチに
期待して参加しましたが、
心も胃袋も至福の体験をさ
せて頂きました。このよう
な機会がないと親睦も深め
られないので、そういった
意味でも貴重な場の研修会
に参加させて頂いてとても
楽しかったです。

２年Ｐ
　子どもの進学希望先になる
かもしれないと思い、参加申
し込みをしました。農業大学
校では、これからのスマート
で持続可能な農業を目にする
ことができました。人材育成
に力を入れ、人に優しい仕事
になっていくのだと思いまし
た。続くカーブドッチ、そら
野ファームでは、それらが形
となって実を結んでいるよう
に感じられました。

３年Ｐ
　初めて農業大学校へ見学に行
き、農業経営者になるために、
また、即実践できるよう基礎か
ら資格取得、最近の技術まで学
べる環境が備わっていることを
知ることができました。機会が
あったら今度は子どもと一緒に
来てみたいと思いました。カー
ブドッチでの食事も大変美味し
かったです。先生とのお話もと
てもためになりました。PTA

の役員や先生方、企画
運営をしてくださりあ
りがとうございました。
楽しい時間を過ごさせ
て頂きました。

３年Ｐ
　今回の研修旅行は新潟農業
大学校でした。広大な敷地面
積の中に、稲作経営科、園芸
経営科、畜産経営科があり、
各担当の先生のお話を聞き、
なにより頑張っている長農卒
業生達から実際に話を聞き、
さらに活躍していくのだろう
と思いました。また、先生や
保護者とのランチも楽しい時
間でした。

1年Ｐ
　初めてPTA研修に参加させて頂きました。先輩保護
者に勧められての参加で、友人もいないので参加を迷い

ましたが、結果参加して良かったことしかありませんでした。農
業大学校の見学では、長農卒業生の話が聞けましたし、お昼には
美味しいランチと他の参加者との交流ができたりしました。来年
も絶対に参加します。

1年Ｐ
　卒業生のお母さんからPTA研修は楽しいから参加した方が
よいと教えてもらい、今回参加しました。農業大学校の見学は
なかなかできないので、スマート農業の取り組みや牛舎を見る
ことができて良かったです。カーブドッチでのランチはとても
美味しく、贅沢な時間を過ごせました。先生方や先輩方のお母
さんたちの話もとても楽しく、今後の学校生活に生かせると良
いなと思いました。また来年度も参加したいと思います。

行先：6
30
金
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名

新　

聞　

部

⁃
第
27
回
全
国
高
校
新
聞
年
間
紙
面
審
査
賞

　

奨
励
賞

⁃
第
47
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　

新
潟
県
代
表
参
加

農

業

ク

ラ

ブ

各
種
大
会
入
賞
者

⁃
意
見
発
表
会�

○
校
内
大
会�
（
５
／
23
）
長
岡
農
業
高
等
学
校

　

分
野
Ⅱ
類

　
　
「
米
の
需
要
を
上
げ
る
た
め
に
」

�

最
優
秀
賞　

３
年　

渡
邉　

美
空

�

※
県
大
会
出
場　

　
　
「
農
業
の
未
来
」

�

優
秀
賞　

３
年　

髙
槗　

釉
紀

　

分
野
Ⅲ
類�

　
　
「
じ
ゃ
が
い
も
の
良
さ
」

�

３
年　

佐
藤　

瑚
華

�

※
県
大
会
出
場　

　
　
「
だ
い
す
き
な
祖
父
の
た
め
に
」

�

２
年　

坂
西　

志
保

　

分
野
Ⅰ
類

　
　
「
販
売
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
」

�

２
年　

鈴
木　

菫
礼

�

　

※
県
大
会
出
場　

　
　
「
い
つ
ま
で
も
一
緒
に
」

�

１
年　

鴨
居　

誠
太

○
県
大
会�

（
７
／
10
）
Ｊ
Ａ
新
潟
教
育
セ
ン
タ
ー

　

分
野
Ⅱ
類

　
　
「
米
の
需
要
を
上
げ
る
た
め
に
」

�

最
優
秀
賞　

３
年　

渡
邉　

美
空

○
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会　

福
井
大
会�

�
�

（
８
／
18
）
福
井
県
生
活
学
習
館�

ユ
ー
・
ア
イ
ふ
く
い

　

分
野
Ⅱ
類　

　
　
「
米
の
需
要
を
上
げ
る
た
め
に
」

�

優
秀
賞　

３
年　

渡
邉　

美
空

◦編集後記
　「大河信濃」をご覧になって頂き
ありがとうございます。体育祭や
実習の様子でのお子様たちの生き
生きとした姿を、写真を通じて感じ
取っていただけたら幸いです。PTA
活動にご参加いただきました方々、
発行するにあたりご協力頂いた皆様
に感謝申し上げます。�（広報委員長）

◦写真提供者　写真かたぎり�様

部
活
動
・
各
種

大
会
結
果
報
告

▼

長岡農業高校HP

▼

長岡農業高校note

さらなる高みを目指して
新聞部部長　2年4組　比企七海巴

　全国大会に出場できたこと、さらに年間紙面審査賞で奨励賞
を受賞できたこと、とても嬉しく思います。初めて総文祭に参
加し、他の学校の新聞や活動に強く感銘を受けました。私たち
も魅力的で質の高い新聞を制作できるようにさらに努力を重ね
ていきます。

初めての全国総文祭
書道部部長　3年1組　峯 村 悠 輝

　全国から選ばれたレベルの高い作品を見ることができ、とても勉
強になりました。同じ作品でも、表現方法の違いで見た目も雰囲気

も全く変わっていて書道の奥深さを改
めて実感しました。交流会を通じて、
たくさんの刺激を受け、今回、初めて
総文祭に参加しましたが、とても貴重
な経験になりました。

⁃�
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
県
大
会　
　
　
　

�
（
７
／
14
）
高
田
城
址
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

　

分
野
Ⅰ
類

　
『
長
農
豚
』
新
た
な
肉
質
向
上
を
目
指
す

　

動
物
科
学
コ
ー
ス

�
３
年　

星
野　

愛
和

�

高
野　

実
楓

�
渡
部　

美
桜

�
山
﨑　

和
紗�

　

分
野
Ⅱ
類

　

酒
造
り
復
活
計
画
～
序
章
～�

�

食
品
科
学
科　

３
年　

佐
藤　

歩
夢

�

宮
本　

嵐
麻

�

大
花　

悌
暉

�

髙
橋
ひ
ま
り

�

和
田　

心
優�

　

分
野
Ⅲ
類

　

�

米
の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
と
と
も
に
）

　

作
物
生
産
コ
ー
ス

�

　

３
年　

保
坂　
　

幸

�

　

櫻
井　

美
玖

�

　

尾
澤　

歩
実

�

　

堀　
　

心
羽

�

　

中
山　

祐
華

⁃�

農
業
鑑
定
競
技
県
大
会�

�
�

（
８
／
１
）
県
立
加
茂
農
林
高
等
学
校

　

分
野
：
農
業

　
　
　
　

優
秀
賞�

３
年　

尾
澤　

歩
実

　
　
　
　

優
秀
賞�

３
年　

山
森　

康
太

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年　

相
田　

翔
陽

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年 

五
十
嵐
梨
々
花

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年　

白
井　

晴
斗

　
　
　
　

優
秀
賞�

１
年　

黒
田
実
乃
里

　

分
野
：
園
芸

　
　
　
　

優
秀
賞�

３
年　

高
橋　

佳
歩

　
　
　
　

優
秀
賞�
３
年　

内
藤　

朱
香

　
　
　
　

優
秀
賞�
２
年　

小
杉　

友
紀

　

分
野
：
畜
産

　
　
　
　

優
秀
賞�

３
年　

山
上　

果
鈴

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年　

鈴
木　

香
菜

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年　

髙
橋　
　

愛

　

分
野
：
食
品

　
　
　
　

優
秀
賞�

３
年　

髙
橋
ひ
ま
り

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年　

櫻
井　
　

牧

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年　

丸
山　

心
菜

⁃
農
業
技
術
（
家
畜
審
査
）
競
技
大
会　

�

（
6
／
16
）
新
潟
県
農
業
大
学
校

　

乳
用
牛
の
部����

　
　
　
　

優
秀
賞�

３
年　

山
本　

陽
菜

　
　
　
　

優
秀
賞�

３
年　

長
戸　

清
正

����　
肉
用
牛
の
部����

　
　
　
　

優
秀
賞�

３
年　

星
野　

愛
和�

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年　

渡
邉　

小
暖�

　
　
　
　

優
秀
賞�

２
年　

昆　
　

帆
波�

新聞部門

書道部門

◦広報委員〈敬称略〉
　�広報委員長　竹見　康裕／広報副委員長　中村　珠美�
大越　真紀／齋藤めぐみ／風間　祐子／高橋貴美子�
内藤身江子／澤田　里実／和田　裕美／澁谷真紀子�
高橋　友美／横山　貴子／野澤　香寿／若杉麻由子�
篠田めぐみ／吉野　陽子／髙山めぐみ／戸川　貴子�
猪俣　尚美／岩田亜紀江／市川慶一郎／鴨居　智子�
五十嵐久美子／佐野千栄子
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